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「ふるさと・発信・リターン」
ふるさとの良さを見直し、全国に発信、そしてリターン（還元）

山形南ロータリークラブ会報
ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT2800

RI会長 ： マーク・ダニエル・マローニー　2800地区ガバナー ： 大久保 章宏　ガバナー補佐 ： 小松 幸弘
会　長 ： 青山 治右衛門　幹　事 ： 佐藤 直人　会報・史料委員会　委員長 ： 石山 祐介
委　員 ： 金田 亮一　  斎藤 伸治　  遠藤 幸司　  鈴木 崇弘　  佐々木啓充　  河井 直天

会長挨拶

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：浅野　裕幸 君
点　鐘：PM 12：30　青山 治右衛門 会長 ロータリーソング：「奉仕の理想」

　皆さんこんにちは。最初に、本日のゲストは、
本日卓話をお願いしております地区ロータリー
財団委員長、長谷川憲治様。また、来年の
IMのご案内でいらっしゃいました山形中央RC
会長伊藤和子会長とIM実行委員長の川合勝芳
様です。
　先週は中津に出掛け、中津ロータリークラ
ブさんとの大変和やかな心温まる交流をする
事が出来、心に残った旅でした。中津さんか
らも皆様へ宜しく伝えて欲しいとの事でござい
ました。

　今月11月３日は、今年度の茂吉文化賞、県産業賞、県科学技術賞
の７名の功績を讃えた、贈与式があり、ロータリアンとして、西ロータ
リークラブ鈴木隆一さん、山辺ロータリークラブ峯田季志さんの両名
が、県の産業界に貢献した功績により、県産業賞を受賞しました。クラ
ブは違うとはいえ、両名を讃えたいと存じます。

　今、「手づくり」と言う言葉がもてはやされています。マスプロ大量
生産された日常生活の中で、「手作りの品」と聞けば、そこに「温かさ・
ぬくもり」を感じるからでしょうか。
　日本人の持って生まれた手先の器用さから作り出された品物は、昭
和の時代、身の回りに満ち、生活を支えていてくれたものでした。木
製品・竹製品（桶等）・焼き物など私達の目に、手に、肌になじんだ
ものばかりでした。それが、石油化学製品の台頭で、手仕事、すなわち「手
職」の品々は、あっという間に駆逐されてしまいました。
　狭い国土に一億余りの人口を養う為には、経済的にも、あらゆる製品
の大量生産が必要だったのは時代の流れでもあったと思います。そこに
生まれた生活は、インスタント食品、パック商品、画一的規格品などに
囲まれた無味乾燥なものになってしまった事は、ご承知の通りでございま
す。今回、温故知新の言葉通り、故郷の良さを見直したいとの方針の一環、
ふるさと発信・リターンの１つの形として、私が若干おつきあいのあっ
た方々の「手仕事」について、特に人間の手の力、手の働きをもう一
度見直し紹介する意味で、次回にでもお話をさせていただきます。

幹 事 報 告 佐藤　直人　幹事 ニコニコBOX　長沢　一好 君
青山治右衛門君　中津の地区大会に参加してきました。
佐藤　直人君　長谷川委員長本日はご出席ありがとうございました。

私も中津に行ってきました。
宮館　順治君　中津の地区大会に参加してきました。
浅野　裕幸君　中津の地区大会に参加してきました。
間木野仁美君　長谷川委員長本日はご出席ありがとうございました。
大久保章宏君　長谷川委員長本日はご出席ありがとうございました。

私も中津に行ってきました。
武田　和夫君　中津の地区大会に参加してきました。
布施　富将君　中津の地区大会に参加してきました。
鈴木　正則君　中津の地区大会に参加してきました。
鉄　　浩二君　中津の地区大会に参加してきました。
石山　祐介君　中津の地区大会に参加してきました。
菊地　賀治君　中津の地区大会に参加してきました。
丹野　善将君　中津の地区大会に参加してきました。
奥村　健二君　中津の地区大会に参加してきました。
中村　　篤君　中津の地区大会に参加してきました。
武田　秀則君　中津の地区大会に参加してきました。
長沢　一好君　中津の地区大会に参加してきました。

本日も多くのニコニコありがとうございました。
伊藤　和子様　IM参加宜しくお願いいたします。
川合　勝芳様　IM参加宜しくお願いいたします。

ロータリーの友委員　谷口　義洋君
来年３月６日に福岡で日・台親善会議が開催されます。興味のある方出席し
てください。

委員会報告

山形中央RC会長 伊藤和子様、IM実行委
員長 川合勝芳様が来年２月15日㈯に開
催されますIMのご案内と出席お願いでい
らっしゃいました。

1.先週11月８日㈮・９日㈯に中津ロータリークラブ地区大会へクラブから
20名で訪問してまいりました。「姉妹クラブ交流会」では、中津ロータ
リークラブの皆様より心温まるおもてなしを受けて大変感激いたしまし
た。出席されたクラブ員の皆様、大変ありがとうございました。

2.本日、BOXに「九州北部豪雨災害・台風15号災害への支援について」と
いう災害支援金要請の用紙を入れさせていただきました。是非皆様から
の善意である支援金をよろしくお願いいたします。

3.本日11月12日㈫17：30よりいばら木にて「指名委員会」が開催されます。
4.来週11月19日㈫は、12：30よりここホテルキャッスルにて通常例会で

す。ゲスト卓話は、バレトン講師の荒井智子様です。よろしくお願いいた
します。

第2272回例会 2019-11／12（火）天気（曇り）

ビジター 伊藤　和子 様・川合　勝芳 様（山形中央）

谷口　義洋 君本
日
の
一
言

テーマ　記憶に残るオリンピックメダリストは？
何といっても東京五輪女子体操のベラ・チャス
ラフスカ（チェコ）だよ！。皆さんご存知ですか。



本日出席・前回修正出席
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出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
メークアップ
された会員

５７名
５７名

３１名
４６名 92.00％５０名 ※本日の結果は２週間後に報告

※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?
　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?
　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

（　　　　）武田　和夫　  大久保章宏　  青山治右衛門　  浅野　裕幸
                  石山　祐介　  奥村　健二　  菊地　賀治　  鉄　　浩二
                  佐藤　直人　  鈴木　宏之　  鈴木　正則　  鈴木　政康
                  武田　秀則　  丹野　善将　  土田　貴英　  長沢　一好
                  中村　　篤　  布施　富将　  宮舘　順治　  
（八　　戸）大久保章宏
（米沢おしょうしな）松田　勝彦　  熊谷　昌和
（日韓親善会議）武田　和夫

中津RC
地区大会

ゲスト卓話

１．ロータリー財団の仕事・目的
　⑴ロータリー財団の仕組みや意義を地区内ロータリアンに

理解して頂き、寄付金目標達成に向けて努力する。
　⑵地区補助金・グローバル補助金の適切かつ有効な管理・

運用をし、地区及び各クラブの有意義な事業活動に資する。
　⑶以上によりロータリー財団の使命（後述）達成に貢献する。
２．世界の現状
　＊１日1.25ドルで暮らす「極度の貧困」の人口は12億人。
　＊１分毎に17人が飢餓で亡くなり、飢餓で苦しんでいる人は

８億７千万人。
　＊7,500万人の子供が学校に行けず、７億7,600万人の成

人が読み書き出来ず。
　＊その他にも苦しんでいる人々は世界中に数え切れない。
３．ロータリー財団の使命
　　ロータリー財団の使命は、「ロータリアンが恵まれない

人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救
済することを通して、世界理解・親善・平和を達成出来る
ようにする事」。それを実現する為に財団は、例えばポリオ
撲滅のような全世界的な運動を展開したり、グローバル補
助金や地区補助金の提供を通して各地区・各クラブの活動
を支援→当2800地区でも、今年度38の事業に対し、合
計6,530,000円の地区補助金を承認（山形南クラブに対
しても80,000円を承認）、グローバル補助金も１件承認➡
こうした活動や補助金を実現させているのが、皆さんから
のロータリー財団への寄付金。

４．ロータリー財団の始まり
　　1917年６月18日アトランタで開催された第８回年次大

会で、当時のRI会長アーチ・クランフが「世界で良いこと
をする為の基金を作るのが、極めて適切であると思われる」
と演説以来100年余、ロータリー財団は世界中の各地区・
各クラブへ地区補助金・グローバル補助金等を提供し、更
にポリオ撲滅や世界平和の推進等ロータリアンが世界中で
良いことをするバックボーンの役割を果たしてきた。

５．ロータリー財団の意義の再認識と寄付の推進をそのような
財団の意義を良く理解して頂き、150ドル／人の目標達成
へ！直近３年間の第2800地区と山形南RCの寄付金の現状。

　　2800地区　            （達成率）　山形南RC      （達成率）
　‘16－‘17　117.85ドル／人（78.6％）  138.00ドル／人（  92.0％）
　‘17－‘18　115.93ドル／人（77.3％）  145.52ドル／人（  97.0％）
　‘18－‘19　104,83ドル／人（69.9％）  224.46ドル／人（149.6％）

　　残念ながら2800地区は３年間一度も目標達成せず、しか
も年々減少しているが、反対に山形南クラブは３年間尻上が
りに増加し、一昨年度は目標まで後一息、遂に昨年度は大幅
に目標達成して頂き感謝申し上げる。

　　地区内の全ロータリアンが、自動的に徴収される50ドルに
加え、ポリオプラス10ドル、更に90ドルを上乗せして150ド
ル／人の目標達成を！

6．財団への寄付に関わる顕彰制度
　⑴ポール・ハリス・フェロー
　　財団への寄付金累計1,000ドル（約108,000円）達成

者（山形南クラブでは36人）。以来1,000ドル達成毎に「マ
ルチプル・ポール・ハリス・フェロー」となる（山形南ク
ラブでは34人）。

　⑵メジャードナー
　　財 団 へ の 寄 付 金 累 計10,000ドル（約1,080,000円）

達成者（第2800地区で29人、山形南クラブでは２人）。
　⑶その他、「ベネファクター（山形南クラブでは２人）」「ポール・

ハリス・ソサイアティ」「アーチ・クランフ・ソサイアティ」等がある。
7．最後に
　⑴イギリスのチャリティー団体 Charities Aid Foundation

が発表した「世界寄付指数 World Giving Index」で、日
本は世界144ケ中何と！128位。

　　①「他人を助けたか？」が142位（下から３番目！）
　　②「寄付をしたか？」が99位
　　③「ボランティア活動をしたか？」が56位
　⑵３年前の国際協議会でのエピソード。
　⑶1979－1980年度のRI会長ジェームス・ボーマーのエピ

ソード。
　⑷「抜粋のつづり」その七十八に掲載された「表彰ということ」の話。

 「ロータリー財団について」「ロータリー財団について」「ロータリー財団について」「ロータリー財団について」

第2800地区ロータリー財団委員長　バストガバナー　　　　　
　　　長谷川　憲　治 氏

中津RC地区大会訪問にて


